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l . はじめに 本病は古くから 知られている 病気ですが， 

口蹄疫は口蹄疫ウイルスの 感染により起こる 急 ①病原体の口蹄疫ウイルスはとても 変異し易く ， 

性 熱性家畜伝染病で ， 牛 ， 豚 ，緬羊， 山羊，水牛 ②現在知られているだけでも 60 種類以上もあ る 

等の主として 偶蹄類の家畜に 感染し主に口部や ため流行 地 でのワクチンによる 予防・免疫が 

蹄 部の周辺の粘膜・ 皮膚に水肥性の 特徴あ る病変 複雑なこと， 

を 示すことにより ，「口蹄疫」という 名前が 佃   け ③偶蹄類の家畜以外にも 多くの野生動物などが 

られています。 病原体は， ウイルスの中でも 最も 感染して病気を 媒介すること ， 

小さな種類のピコルナウイルス ( ウイルス粒子の ④空気伝播により 風下に急速に 病気が広がるこ 

直径は 1 億分の 2 一 3 メートル程度 ) に分類され と 

ています。 

農場や放牧場で 一旦本病の発生があ ると， その 

伝染力が極めて 強いため発生農場の 感受性家畜に 

あ っと言う間にほぼ 100% 伝染し ， 次々と隣接し 

た農場に蔓 延 し 多くの場合集団的な 大流行の形 

をとり，広範囲な 地域， 国々に莫大な 被害を与え 

る結果となる 事が過去に 沢 m 知られています。 そ 

のため，数多い 家畜の伝染病の 中でも， 口蹄疫は 

世界的に見ても 最も恐れられている 家畜の疾病と 

言うことができます。 

口蹄疫が発生すると ，家畜や畜産物 ( 場合によ 

っては病原体で 汚染されている 可能性の高い 物資 

や資材も含まれる ) の全ての輸出・ 人が完全に停 

止されることから ， その経済的な 損失は計り知れ 

ないほど大きなものとなります。 最近の台湾にお 

ける口蹄疫の 発生による同国の 経済成長率の 低下 

は， 少なく見積もっても 1% を越えるとの 予測も 

あ り， 改めてその影響・ 被害の大きさが 注目され 

ているところです。 
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等 のため， その予防・制圧・ 撲滅には様々な 難し 

い要因が絡み 合い ， 今でも世界の 多くの国や地域 

において流行を 許しています。 

現在， わが国には幸いにして 口蹄疫の発生はあ 

りませんが，ひとた ぴ この病気が国内に 侵入・蔓 

延するようなことがあ れば， その制圧・淘汰は 極 

めて困難と考えられ ， わが国の畜産が 壊滅的な被 

害を受けることは 容易に予測されます．近年の 国 

際的な交通・ 物流の増加と 短時間化により ， わが 

国にも侵入する 危険性が時と 共に増大していると 

言えるでしょう。 

本稿では以下に ， 口蹄疫についての 一般的な解 

説を記述し最終 頃 に最近台湾で 発生した口蹄疫 

について触れてみたいと 思います。 

2 , 病原体 

口蹄疫ウイルスは ， 1897 年にドイツの LOffler 

と Frosch によって細菌濾過器を 通過する極めて 

小さな病原体 ( 濾過性病原体 ) であ ることが初め 
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口蹄疫とは 

て見出されました。 口蹄疫ウイルス (F00t-and- 

mouth  山 sease  V Ⅱ us)  は， ピコルナウイルス 科 

(Fa ㎞ ly  円 cornaviridae)  の ア フトウイルス 属 

(GenusAphthov 廿 us)  に分類されています。 ウ 

イルスは， 直径がおよそ 25nm のほぼ球形の 形状 

で，蛋白質の 被膜を持つ一本 鎖の RNA ( リポ核 

酸 ) の芯をもち，対称的な 20 面体力 ブシド を形成 

する 60 個の カブソノ アからなっています。 ウイル 

ス 完全粒子の沈降定数は 140S, 密度は 1.439/ 血 。 

構成する蛋白質は 4 種類 (VpI 一 Vp4) 。 

ウイルス被膜は 塘タンパク質や 脂質を持たない 

ために有機溶媒には 耐性 ( 安定 ) ですが， ウイル 

スの熱に対する 抵抗性は弱く ， 60 一 65 。 C 以上の温 

度 環境下では短時間で 急速に感染性を 失います。 

酸性やアルカリ 性の環境にも 弱く，通常， pH6.5 

以下または， pHll 以上の条件では 簡単に死滅し 

ます。 

口蹄疫ウイルスの 特徴の 1 つは，極めて 変異し 

やすい事で，現在，血清学的に 7 つの異なるタイ 

プ ( 型 ) が知られています。 即ち， 

① A 型， 

㏄型， 

㏄型， 

SouthernAfricanTerritories(SAT) 

④ SAT 一 l 型， 

⑤ SAT 一 2 型， 

⑥ SAT 一 3 型，および 

⑦ Asia- I 型 

0 7 種類に分類されています。 

これらの 7 つのタイプは ， さらに 6(@ 種類を越え 

る サ フタイプ ( 五型 ) に分類されていましたが ， 

サフタイプによる 分類には多大な 労力を必要とす 

ること， また，サフタイプの 中間に位置するウ ィ 

ルス が新しく分離されることなどより ，最近では 

Vpl のアミノ酸のホモロ ジ 一によって近縁関係 

を示すことにしています。 

タイプやサブタイプが 異ならていても 基本的な 

臨床症状については 差が見られるようなことはあ 

りません。 また一部を除いて ， タイプ間には 共通 

する免疫関係が 少ないため， 口蹄疫常在地域など 

では発病後回復した 感受性動物が ， 異なったタイ 

プの ウイルスに再感染するようなことも 起こりま 

す。 また， ワクチンと流行しているウイルスのタ 

イプやサブタイプが 異なる場合には ， ワクチン接 

種による予防効果はほとんど 期待できません。 サ 

ブタイプ間には 相互に近縁なものやそうでないも 

のまでいろいろあ って，共通免疫の 程度が異なり 

ます。 

現在最も多く 流行しほとんどの 地域に拡がっ 

ているのは 0 型 ( タイプ 0) です。 タイプ A, 

タイプ C がこれに次ぎ ， 残る 4 タイプは流行し 

ている地域が 比較的限局されており ， Sat- 

1, 2, 3 はもともと南アフリカ 地域に， Asia 

- 1 はアジア地域に 流行していましたが ，一部は 

最近になって 中近東にまで 拡がってきています。 

3 . 発生の歴史 

口蹄疫はヨーロッパでは 古くから知られてお 

り， 16 世紀 (1514 年 ) に 北 イタリア地方で 発生し 

た本病は， ヨーロッパ各地に 広範囲に伝播・ 蔓 延 

した記録があ ります。 19 世紀から 20 世紀には， ア 

、 ジア，アフリカ ，中近東，北米大陸，南米大陸， 

オーストラリアなどの 世界各地・地域でも 口蹄疫 

の 大流行があ り，発生地域はほぼ 全世界に及 ぴ ま 

した。 世界的に見て ， 口蹄疫の流行に 巻き込まれ 

なかった国は 唯コニュージーランドだけでした。 
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1870 年から 1993 年の間に全世界で 発生した初発 

口蹄疫の報告は 880 件を越え，その 中で 71% に当 

たる 627 の初発 側に ついての原因解明が 行われて 

います。 それらの原因の 最も多くを占めているの 

が   

①汚染された 肉 およ ぴ 因由釆の畜産物と 残 湾 

で ，発生原因の 66% を占めていました。 次い 

で 多かったのが ， 

②空気感染 ( 一部は鳥類が 関与 )(22%), 

③家畜生体 ( 生きたままの 家畜 ) の移動による 

もの (6%), 

④病原に汚染された 物や人により (4%), 

⑤本清 化 不十分なワクチンもしくはこれに 迷入 

していた口蹄疫ウイルスによる (3%), 

⑥野生の動物によると 考えられる初発 側 は 1 拷 

以下であ った事が疫学調査によって 解明され 

ています。 

現在では， 口蹄疫の存在しない 大陸は北米大陸 

とオセアニアのみで ，他に， 日本や韓国，北欧諸 

固 めような清浄国が 散在しています。 ヨーロッパ 

については，近年になって 大部分が清浄化されて 

きました。 

わが国においては ， 1900 年から 1902 年 ( 明治 33 

一 35 年 ) にかけて関東，近畿，北陸地方などで 流 

行があ りましたが， これ以後は，国内での 発生は 

起きておりません。 1919 年 ( 大正 8 年 ) から 1933 

年 ( 昭和 8 年 ) の間に動物検疫所内で 大陸からの 

輸入検疫中の 牛に計 46 回の発生があ りましたが， 

全て水際での 侵入防止に成功し 国内への蔓 延は 

1 度も起きませんでした。 

4. 感染経路 ど 伝播 

口蹄疫は，経口，経島，経皮 ( 結膜 ) などの ぃ 

ずれの経路からも 感染し 牛 ，水牛，豚に 対する 

感染率・発病率は 一般的に極めて 高いことが知ら 

れています。 感染様式は，罹患動物などとの 接触 

や空気感染で ， 水 脚病変部に大量に 存在するウイ 

ルスは， 水 胞の破裂により 周囲に濃厚に 撒布され 

ます。 

また 水 胞の出現する 2 一 5 日前の潜伏期から 唾 

液 ，呼気，鼻汁，乳汁， 尿 ・糞便中にもかなりの 

量のウイルスが 排泄されるため ，発症に気付いた 

ときには感染が 広範囲に拡がってしまっているこ 

とがしばしば 起こります。 こうしたウイルスによ 

り，直接・間接的な 接触伝播を引き 起こす事が考 

えられます。 

呼気によって 排泄されたウイルスの 多くは空気 

中の粉塵などの 微粒子にィ寸着して 遠隔地に運ば 

れ，風下の農場の 感染源となります。 

口蹄疫に罹患した 動物の精液中にもウイルスが 

多数存在し注意が 必要です。 

感染動物の筋肉中にも 大量のウイルスが 認めら 

れますが，常温 一 冷蔵 (4C 程度 ) の温度環境下 

では，死後の 筋肉内の乳酸濃度の 増加等による 

pH の低下により ，大部分は数日以内に 不 活 化さ 

れて感染力を 失います。 

しかし，骨髄中 や リンパ節などに 存在するウイ 

ルスは，筋肉 内 とは異なって ， 数ヵ月以上の 長 い 

期間生存します。 塩蔵 畜産加工品 ( ハムなど ) の中 

でも極めて長期間生存する 事が確かめられていま 

す。 冷凍した筋肉，臓器， その他の組織中のウイ 

ルスも極めて 長 い 期間生存し，感染源となります。 

1. 直接的な感染源としては ， 

①感染動物， 

感染動物の 

②大砲 液 ， 
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③排泄物， 

④分泌物， 

⑤ 筋ぬ ， 

⑥血液， 

⑦臓器， 

⑧ 皮 ， 

⑨ 骨， 

⑩乳汁，やこれらを 原材料とした 

⑪畜産物 

などが最も危険なものと 考えられます。 

2. 間接的には， これらの感染源により 汚染され 

た、 

① 藁 

②大鋸屑， 

③乾草， 

④穀類， 

⑤野菜， 

⑥ 水 ， 

⑦衣服， 

⑧飼育用具， 

⑨ 靴 ( 長靴 ), 

⑳土壌， 

⑪運搬器具， 

⑫牛舎， 

⑱車輌 

等ほぼ全てのものが 注意しなければならないもの 

として考えられます・ 

伝播様式としては 感受性家畜への 直接的な伝播 

の他，人や動物による 伝播，空気伝播等のルート 

が 考えられます。 

人が関わる伝播には ， 

①衣服や手足，頭髪などが 汚染されたままで 家 

畜に触れた場合， 

一 5   

②汚染飼料，敷料の 給与， 

③汚染器具を 使用した家畜の 管理， 

④感染家畜や 汚染家畜の輸送， 

⑤汚染した食肉， ミルクあ るいは汚染された 物 

の移動・運搬による 伝播， 

⑥汚染された 車両の運転 

などが揚げられるでしょう． 

動物による伝播には ， 

⑦ネズミ，野鳥， 鶏 ， 犬 ， 猫 等によるウイルス 

の移動， 

⑧感染した野生動物によるウイルスの 散乱 

等があ ります。 

空気伝播では ，発生した農場からかなり 距離が 

あ る農場への伝播が 知られており ，一例を挙げれ 

ば，英仏海峡を 越えてフランスから 英国への流行 

も確認されています。 風による伝播については ， 

汚染された肉の 輸入により発生した 英国での例の 

詳細な解析から ，最長伝播距離は ， 150km にも 

達した例があ ります。 

国際的な伝播の 様式としては ， 

①感染 ( またはウイルスで 汚染した ) 家畜，あ 

るいは畜産物等の 輸入， 

②海外旅行者の 靴，衣服，その 他の持参品の 汚 

染， 

③航空機や船舶などの 汚染した厨芥 残 湾の飼料 

としての給与， 

などが考えられます。 

5 . 有効な消毒法 

口蹄疫ウイルスは 比較的 熱 に対して抵抗性が 低 

いので，汚染が 疑われる耐熱性の 器具やミルクな 

どの消毒は，短時間の 煮沸消毒法で 行えます。 

口蹄疫ウイルスに 有効性が認められている 消毒 
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液 としてほ ， 

①炭酸ナトリウム 4% 水溶液 

②苛性ソーダ ( 水酸化ナトリウム ) 2% 水溶液 

( 腐食性が強いので 使用には注意が 必要で 

す ), 

③酢酸 0 ． 5% 水溶液， 

④クェン 酸 0 ． 5% 水溶液， 

等が有効です。 あ まり一般的ではあ りませんが， 

⑤ 8% フォルマリンも 有効です。 

一般に用いられている 逆性石鹸などの 消毒薬 

や，アルコール ，石炭酸，クレゾール ，塩素剤な 

どは口蹄疫ウィルスには 効果が不十分で ，お勧め 

できません。 
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図 1  豚の鼻端 ( 鼻翼 ) にできた大水胞の 崩壊に 
よる び燗 
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6. 臨床症状と特徴 

自然感染における 牛の潜伏期は 2 一 8 日と考え 

られていますが ，短いものでは 1 日，また長 い も 

のでは 18 日以上との報告も 見られます。 

突然の 41 一 42 での発熱，食欲不振，唾液の 分泌 

の充 進 ，泡沫 状 唾液の分泌などの 初期症状が見ら 

れます。 この時期を過ぎると 多量の流挺や 食欲の 

廃絶がみられるよ う になります。 泌 乳牛では乳量 

の著しい減少 か ，また，妊娠 牛 では流産が起こる 

こともあ ります。 

初期の病変としては ， 舌 ， 唇 内面， 歯 ( 歯ぐき ) 

等の粘膜の充血が 起こり，灰白色の 小さな斑点が 

見られるようになります。 この斑点に透明な 漿液 

  

図 3  豚の蹄底部にできた 水 胞の崩壊による び燗 

臣 

図 2  豚の蹄海部にできた 水 胞の破裂による び燗 

  

図 4  豚の蹄 局 部の水 胞と水 胞の崩壊 
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口蹄疫とは   
がたまり，小水肥 が 作られ，小水胞は 急激にその 

大きさを増して ，近い水肥同士が 融合して大きな 

水 胞を形成して 者全面に及 ぴ ます。 このような水 

肥病変の形成過程は 速やかで，灰白色の 小水胞の 

発現から大水胞の 破裂に至るまでには 通常 24 時間 

以内の場合が 多いようです。 水肥 が 破裂した 跡 

は，ぴ 燗を形成して 潰瘍あ るいは膿瘍に 移行する 

ことがあ ります。 

一般に ， 牛の口蹄疫は 異常な流 挺 により発症に 

気付くことが 多く，粘性・ 泡沫性の流 挺が 見られ 

る時には，水肥病変は 舌全面に及んでいることが 

 
 

 
 

多 いようです。 舌 ，唇などの口部およ ぴ 鼻鏡・鼻 

粘膜の病変に 平行して， 蹄 間部 や肚紋 間部の皮膚 

  
  

にも大砲 が 発現して，口部の 病変とほぼ同様な 経 

過をとります。 

豚の場合には 一般的には 牛 よりやや感受性が 低 

く，抜荷等の 異常歩行によって 発症に気付くこと 

が多く ， 口や鼻の病変よりも 蹄の病変の方が 目立 

つことが多いようです。 

患 畜は蹄の寒 痛 のため歩行を 嫌い，個体によっ 

てはまれに，乳房，乳頭，膣にも 水 胞を認めるこ 

とがあ ります。 口部にできた 病変は一般に 速やか 

に回復しますが ， 蹄 部の病変は細菌の 二次感染が 

起こりやすく ，膿瘍となることが 多いようです。 

いったん膿瘍になるとその 回復は困難な 場合がほ 

とんどです。 重篤な例では 舌の上皮が完全に 剥離 

欝 
ビ舌         

  

Ⅰ
 

 
 

  

  

  
図 6 牛の口腔の歯 嵌部 にできた大砲崩壊による ぴ燗 図 8 牛の貞の旺 間部にできた 水 胞の破裂による び燗 
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することもあ ります ( 写真参照 ) 。 

水 胞の形成は水肥佳ロ 炎 ，啄木 胞疹 ，啄木胸痛 

においても認められ ， 口蹄疫だけの 特徴的な病変 

ではあ りません。 表 1 にこれらの病気と 発症動物 

の 関係を示します。 

表 1  水肥 性 疾病の宿主感染抜 

疾病名 病源体の分類 牛 膝 羊 馬 

口蹄疫 Picornaviidae@ +@ +@ +@ - 

豚 水肥 病 Picornav ㎡ das  一 十 一 一 

水肥佳ロ 炎 ㎞ abdov ㎡ dae  +  干 十 千 

豚 水肥 疹 Calciv ㎡ dae  一 十 一 一 

7 . 感受性動物 

感受性が最も 高 い 家畜は牛と水牛で ， 豚がこれ 

に 次ぎ，緬羊， 山羊の順に軽症となる 場合が普通 

ですが，そのときに 流行しているウイルスの 種類 

によっては必ずしも 一定ではあ りません。 あ る時 

には 牛 だけ， または 豚 だけが選択的に 感染するよ 

うなことも起こります。 牛 ，水牛，豚では 感染率 

も発病率も高く ，ほ ぼ 100% となります。 しかし 

ながら， 成 獣の致死率は 一般に低く， 5% 以下の 

場合が普通です。 ( 生き残った家畜は ，移動・利 

用等が禁じられているためにその 商品価値はな 

く， この意味での 経済的な損失は 全頭が死亡した 

ものと同様，莫大なものとなります。 ) 幼獣 では， 

典型的な口部や 蹄部の症状を 示さずに急死するこ 

とが多く，致死率も 50 一 60% を越えることがあ り 

ます。 緬羊，山羊等では 症状が軽微なため 発病に 

気が付かないことが 多いので，感染した 牛と 直接 

的もしくは間接的に 接触した場合には ，感染源と 

  
野生動物だは ，イノシシ， 鹿 ， 力モ シ ；，ハリ 

ネズミ， 象 ， あ る種の蕃菌類等にも 自然感染する 

ことが知られています。 本 ウイルスは馬には 感染 

しません。 

B . 予 防 

口蹄疫が流行している 地域・国などでは ， ワク 

チン接種により 発生を予防し 流行区域を徐々に 

減少させて，撲滅に 向けた努力が 行われていま 

す。 しかしながら ，冒頭にも触れましたよ う に ， 

本 ウイルスには 多くのタイプ・サブタイプがあ る 

ために流行と 良く合ったワクチンを 使用すること 

が何よりも重要なこととなります。 

わが国のような 口蹄疫が存在しない 国では，外 

国からの口蹄疫ウイルスの 侵入経路を作らないこ 

とが何よりも 有効な予防法です。 このような口蹄 

疫清浄 国 では，万一初発生が 見られた場合には ， 

本病の撲滅は 感染家畜 群 の 殺 処分と農場の 完全消 

毒です。 殺 処分した動物の 死体は焼却処分・ 埋却 

処分を行います。 殺 処分するためにかなりの 補償 

金が必要となりますが ，初発の口蹄疫の 場合には 

この方法が最も 有効な ( 他の農場などに 対する ) 

予防法と考えられています。 

9 . 対策と本病が 疑われたときの 処置 

本病の清浄 国 であ るわが国では ，病原体の国内 

への侵入を防止することが 最も肝要であ ると言え 

ます。 国内侵入の伝播経路の 切断のためには ，汚 

染国や汚染地域からの 動物や畜産物等の 危険性の 

高 い 物資の輸入を 行わないことが 最も重要な事に 

なります。 また，輸入する 動物や畜産物などの 厳 

重な検疫が必要であ ることは言うまでもあ りませ 

しての注意も 必要です。 ん 。 国際的な交通機関であ る航空機や船舶の 厨芥 
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ほ ついても伝播防止上注意を 要し空港や港湾の 

焼却場で処分し 国内への搬入を 行わないことも 

を 以下に示します。 

①初発生の確定日 : 3 月 19 日 

重要です。 

また旅行者が 国外で 患畜に 接触したり，間接的 

に ハムやチーズなどの 畜産加工品を 流行国から持 

ち帰ったりすることもとても 危険です。 現在のよ 

うな台湾に口蹄疫の 発生があ った現状下では ， し 

ばらくの間，感受性家畜の 飼養農家では ，一般の 

流通経路に乗った 畜産物 ( 豚肉など ) の使用を避 

けることも大切な 自衛手段となります。 

万コ あ なたの飼養している 家畜に少しでも 口 

蹄疫の疑われる 症状や異常が 発見された場合に 

は，昼夜・日祭日を 問わずに，直ちに 管轄する 家 

畜 保健衛生所・ 役場，獣医師に 連絡し ， 速やかな 

診断を確定することが 最も重要な事です。 対策の 

遅れは，感染性を 持つ莫大な量のウイルスを 周囲 

の環境への拡散を 許す事になり ，容易に近隣の 畜 

産農家にも波及する 広範囲な蔓 延を導く結果にな 

ります。 口蹄疫擬似 患 畜を発見した 場合には，防 

疫関係者による 一刻，一秒を 争 う 徹底した防疫措 

置を講じることにより ，蔓 延を最小限にする 必要 

があ るからです。 

本病の潜伏期に 接触した家畜 や ，潜伏期間中の 

乳汁や分泌液，排泄物等についての 取り扱いも感 

染 源となることが 高 い 確率で考えられるため ，そ 

の取り扱いや 消毒法などにも 十分な注意が 必要で   

す。 

lD. 台湾における 口蹄疫の発生状況 

1997 年 3 月 20 日， 台湾農業委員会牧畜 処長 ( わ 

が国の農林水産省畜産局長に 相当 ) からわが国 

へ，台湾における 口蹄疫の発生 ( 発生確認 日 3 月 

19 日 ) の通報があ りました。 それによる発生状況 

②発生の畜 種 : 豚 

③発生の農家戸数と 頭数 ;717 農場 146,771 頭 

( 内 死亡 37,643 頭 ) く 3 月 26 日までの統計 ノ 

④発生場所 : 新竹 県 ，桃園 県 ， 雲 林泉 等 12 県 2 市 

⑤発生判定までの 経路 

台湾家畜衛生当局は ， 3 月 14 日に鑑定材料を 入 

手。 さ 清家畜衛生研究所において 病性 鑑定を実施 

し ， 3 月 19 日に口蹄疫と 判定。 流行ウイルスの タ 

イ ブ     は 01 および Asia 一 l と発表。 なお，台湾へ 

の侵入経路は ，確定的なものではないが ，東南ア 

ージアの口蹄疫汚染国から 帰国した旅行者による 媒 

介， もしくは， 中国からの口蹄疫に 感染した 子 

豚 ， または汚染した 内臓の不法持ち 込み ( 密輸 ) 

によるものと 推定されています。 

台湾当局は直ちに 国内措置として 次のことを行 

っています。 

①発生農場における 家畜の移動禁止。 

②と畜場でのと 体検査の強化。 

③ 患畜 およ ぴ 擬似 患畜は ついては焼却・ 埋却処 

置を講ずる。 

④ワクチンの 緊急輸入によるワクチン 接種。 

⑤発生農場の 全家畜の殺処分 (3 月 22 日以降 開 

六台 口 ) 

⑥その他 口 ( 輸出禁止措置， 3 月 19 日以後 ) 

わが国では直ちに 以下の   うな防疫処置をとり 

ました。 

1. 台湾からの豚肉などの 輸入禁止措置 

①台湾への輸入禁止通告 (3 月 20 日 ) 

②動物検疫所での 台湾からの豚肉などの 輸入検 

疫停止，返送等の 指導 (3 月 20 日 ) 

③税関での輸入検疫禁止対象物品 ( 豚肉など ) 
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表 2  台湾における 口蹄疫の発生草近状況 
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表 2  続き 

の再 チェック (3 月 20 日以後 ) 生 課長通知 ) 

④ 既 輸入品の自主回収，加熱処理対策 (3 月 21  6. その他の侵入防止措置 

日 畜産局衛生課長通知 ) ①厨芥 残 湾の消毒の登底 (3 月 28 日畜産局長 通 

⑤台湾を食肉など 輸入禁止国として 告示 (3 月 達 ) 

25 日農林水産省令 ) ② 稲藁 ，乾草の消毒 (3 月 27 日輸入自粛を 依頼 ) 

⑥台湾産食肉などの 第 3 国経由での輸入防止措 ③台湾 国 疫学状況の調査 (4 月 1 一 4 日 ) 

置 (3  月 27 日 ) 

2. 不法持ち込み ，不法入国者などの 監視体制の 3 月 19 日に発生農家 3 戸，発生頭数 1570 頭 ( 内 

強化 ( 関係各所， 4 月 2 日依頼 ) 死亡 615 頭 ) であ った発生状況は 表 2 に示すよう 

3. 生産者など関係者の 台湾旅行，視察などの 自 に爆発的に拡がっている   

粛 指導 6. ③による疫学調査によると ， 3 月 14 日に新竹 

4. 一般旅行者に 対する防疫対策指導など 県の 1 養豚農場において ，通常の疾病とは 異なる 

①視察旅行，畜産関係施設等への 立ち入り自粛 症例の発生があ り，現地調査の 結果以下のような 

(3 月 21 日衛生課長通知 ) 症状が見られました。 

②航空会社およ ぴ 旅行会社に協力依頼通知 (3 起立不能，鼻と 蹄に大きい物ではピンポン 正大 

同 21 日動物検疫所長通達 ) の水肥病変を 形成。 蹄の剥離・離脱。 食欲は廃絶。 

③一般旅行者に 対する畜産物持ち 込み禁止の徹 子豚 には後肢の開 脚と 下痢が特徴的。 子 豚は外観 

底 (3 月 21 日動物検疫所長通達 ) は 正常だが，突然死亡。 母豚の乳房にも 大砲 が見 

④入国時の靴底消毒 (3 月初日以 は ㈲ られ，脂粉に 関係なく流産 ( 発生率は低い ) する 

5. 農家等への立入検査，家畜保健衛生所等によ 症例も見られる。 

る 巡回指導，残飯処理指導の 強化 (3 月 26 日 衛 今回流行しているウイルスは ， 牛 ， 羊 ， 庇 およ 
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び 豚を飼養している 農場で，豚のみに 限って発症 

を 起こして， 牛 - などには感染が 見られて、 、 ませ 

ん。 他の発生農家でも ，発症例は全て 豚に限られ 

ているようです。 このことは，今回台湾で 大流行 

している口蹄疫ウイルスは ， 中国大陸で発生して 

いると言われている ，豚のみに限局して 発生する 

0 型のサブタイプの 1 つではないかと 考えられて 

います。 

また，最初に 報告 (3 月 19 日 ) されたウイルス 

の血清型は，英国の 口蹄疫世界リファレンス・ラ 

ボラトリ一における 詳細な検査により ， タイプ 0 

1 と 決定され， 台湾当局者は ， 4 月 2 日に 01 と 

Asia- l との既発表を 0 1 のみの発生に 正式に 

言下正しました 0 

このウイルスの 抗原性は，塩基配列の 検討 か 

ら， O/HK あ るいは 0/ フィリピンに 近縁と考 

えられて ゲ ます。 

表 2 に台湾の口蹄疫の 発生以後の蔓 延状況を示 

します。 

台湾北部の隣接する 2 県 ( 富商 県 およ ぴ 桃園 

県 ) でほ ほ 同時に発生した 3 カ所の農場での 初発 

口蹄疫は， 40 日程度の短期間にあ っと言う間に 蔓 

延拡大し， 5 月 4 日には台湾の 離島であ る 膨湖県 

以外の全台湾本島 (15 県 5 市 ) に蔓 延しています。 

感染もしくは 同居 豚 等で殺処分された 豚は 5 月 

4 日の時点で台湾全飼養豚 数 035% 近くに達して 

います。 

まだ比較的初発日時の 短い地域 ( 県 ) では，蔓 

延がさらに進むことが 考えられます。 いずれにせ 

よ ，今回の発生 何 でも改めて冒頭に 述べた伝染性 

の強さが浮き 彫りにされています・ 
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